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伊
藤
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会
）

教区ホームページ

福音の
ひびき

4月の説教者

2 日　受難の主日
椎尾　匡文

（高蔵寺教会）
9 日　復活の主日

鄭　有喆
（押切・小牧・守山）
16日　復活節第2主日

傍島義雄（新司祭）
23日　復活第3主日

スサント・プリヨ
（江南教会）

30日　復活節第 4主日
ウィルフリード・リンガアマ・クロメン 

（新助祭）

２
０
２
３
年

司
祭
叙
階
金
銀
祝

該
当
者

修
道
者
・
奉
献

生
活
者
金
銀
祝

該
当
者

「
神
か
ら
の
賜
物（
Ａ 

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
）を
感
謝
し
、新
し
い
時
代
へ
」

教
区
聖
年

教
区
設
立

�

100
周
年

聖
霊
降
臨
の 

主
日

2022
2.13

2023
5.28

～

（

）
聖香油ミサのご案内

　キリストによる司祭職の制定を記念する聖香油ミサでは、教区で
働くすべての司祭が集まって司教と共同司式をし、ミサの中で司教
に対する約束の更新を行い、また、司教による聖香油の聖別、洗礼
志願者の油と病者の油の祝福が行われ、ともに祈ります。
　名古屋教区では毎年、司祭、修道者のダイヤモンド金銀祝をお祝
いしますが、今年もこの聖香油ミサと合わせて行われます。
　また、終身助祭への養成を受けている候補者の「朗読奉仕者」選
任式も併せ行うことになりました。朗読奉仕者とは、教会の宣教に
協力する任務を受けた者で、神のことばを告げる人です。具体的に
はミサにおける第一、第二朗読を行うことのできる公の奉仕者です。
小教区で当番などの形で行っている朗読奉仕は、じつは主任司祭の
任命による臨時の奉仕者とされています。

日　時　4月5日（水）　午前10時30分　　会　場　布池教会大聖堂
主司式　ミカエル松浦悟郎名古屋教区司教
＊公共交通機関でお越しください。

名古屋教区100周年閉幕行事
オペラ公演「忘れられた少年　天正遺欧少年使節」

　「今から約400年前、当時、13歳前後だった4人の少年使節につ
いての物語です。彼らは、ローマ教皇に会うために、実に8年半
もかけて世界中旅をしました。欧州では大歓迎を受けさまざまな
体験をした彼らが、帰国して待っていたものは、秀吉による禁教
令でした。このオペラでは、彼らの壮絶な信仰のたたかいが優し
く力強く歌われます」（松浦司教）
詳細は、小教区配布のチラシをご覧ください。
日　時　5月27日（土）　午後1時30分開場、2時開演
会　場　カトリック布池教会大聖堂
上　演　NPO 法人東京オペラ協会
入場料　無料（要・教会での事前申込み。当日、カンパをお願いします）
入場券　�各小教区単位で取りまとめ、あらかじめファクスかメールで申し込み、教区

事務所で受け取る（火・木　早川助祭）。郵送希望の場合はその旨申し出る。
定員・締切　定員400人。5月11日または定員になり次第しめきり。
申込先　ファクス　052－935－2254　　メール　k.hayakawa@nagoya.catholic.jp
主　催　カトリック名古屋教区
後　援　キリシタン文化伝承プロジェクト

名
古
屋
教
区
殉
教
者
祭
が

２
月
４
日
、
名
古
屋
市
中
区

橘
の
栄
国
寺
で
３
年
ぶ
り
に

行
わ
れ
、
お
よ
そ
70
人
が
集

ま
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
顕
彰

碑
前
で
さ
さ
げ
ら
れ
た
ミ
サ

は
、
松
浦
悟
郎
司
教
と
５
人

の
司
祭
が
共
同
司
式
を
し

た
。

松
浦
司
教
は
あ
い
さ
つ

で
、「
こ
の
地
に
ま
か
れ
た

福
音
の
種
は
、
先
人
た
ち
の

深
い
信
仰
と
宣
教
の
熱
意
に

よ
っ
て
、
激
し
い
迫
害
の
時

代
を
乗
り
越
え
、
450
年
後
の

今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き

ま
し
た
」
と
「
名
古
屋
教
区

100
周
年
の
祈
り
」
の
言
葉
を

引
用
し
、「
命
を
さ
さ
げ
た

殉
教
者
の
信
仰
は
今
に
受
け

継
が
れ
て
い
る
」と
述
べ
た
。

迫
害
、
暴
力
、
分
断
の
現

代
世
界
の
中
で
、
私
た
ち
が

た
め
ら
う
こ
と
な
く
人
々
の

平
和
の
た
め
に
歩
ん
で
い
く

力
を
神
に
願
っ
た
。

東
京
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

で
神
学
生
の
養
成
に
携
わ
っ

て
い
る
浅
井
太
郎
神
父
が
ミ

サ
の
説
教
を
行
い
、
今
日
ま

で
の
教
区
殉
教
者
祭
の
経
緯

を
話
し
た
。

名
古
屋
教
区
殉
教
者
祭
が

始
ま
っ
た
の
は
１
９
８
０
年

代
半
ば
で
、
81
年
に
来
日
し

た
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２

世
が
日
本
の
司
教
団
に
「
日

本
に
も
殉
教
者
が
い
る
の
だ

か
ら
何
か
し
た
ら
」
と
勧
め

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。殉

教
地
旅
行
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
試
み
が
行
わ
れ
た
が
、

い
つ
の
頃
か
ら
か
栄
国
寺
で

の
祈
り
が
受
け
継
が
れ
て

い
っ
た
。
雪
が
舞
っ
て
い
て

も
、
寒
く
て
も
、
風
が
吹
い

て
も
、「
こ
こ
に
集
ま
る
こ

と
が
証
し
に
な
る
」
と
説
い

た
。尾

張
と
美
濃
の
キ
リ
シ
タ

ン
は
罪
も
な
く
た
だ
キ
リ
シ

タ
ン
と
い
う
理
由
で
処
刑
さ

れ
た
。
む
ご
く
て
悲
し
い
出

来
事
で
は
あ
る
が
、「
殉
教

者
の
心
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
と
つ
な
が
っ
て
生
き
抜
い

た
こ
と
が
尊
い
」
こ
と
で
あ

り
、
ま
た
、「
菩
提
を
弔
っ

た
異
教
徒
た
ち
の
あ
わ
れ
み

の
心
も
尊
い
」
と
語
っ
た
。

聖
体
拝
領
後
、
松
浦
司
教

が
墓
石
と
顕
彰
碑
に
灌
水
・

献
香
を
行
い
、
司
教
、
栄
国

寺
住
職
に
続
い
て
司
祭
団
と

参
加
者
全
員
が
献
花
し
た
。

栄
国
寺
住
職
が
ミ
サ
後
に

あ
い
さ
つ
し
た
。

「
こ
の
地
は
か
つ
て
千
本

松
原
と
呼
ば
れ
、
キ
リ
シ
タ

ン
処
刑
が
行
わ
れ
た
場
所
で

す
。
キ
リ
シ
タ
ン
処
刑
を
命

じ
た
尾
張
藩
主
徳
川
光
友

が
、
そ
の
慰
霊
の
た
め
に
建

て
た
清
涼
庵
が
今
の
栄
国
寺

で
す
。
キ
リ
シ
タ
ン
を
取
り

締
ま
る
よ
う
に
と
の
幕
府
の

圧
力
が
以
前
か
ら
あ
り
、
少

し
ず
つ
処
刑
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
１
６
６
４
年
や

む
を
得
ず
200
余
人
の
大
処
刑

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

に
は
光
友
の
部
下
も
い
た
は

ず
で
、
藩
主
光
友
の
心
中
は

察
す
る
に
余
り
あ
り
ま
す
」

と
語
っ
た
。

栄
国
寺
の
本
尊
は
元
は
犬

山
の
薬
師
寺
の
大
仏
で
、
光

友
に
よ
っ
て
栄
国
寺
に
移
さ

れ
た
。
大
八
車
に
乗
せ
て
、

半
日
が
か
り
で
運
ん
だ
と
い

う
。寺

に
は
「
切
支
丹
遺
蹟
博

物
館
」が
併
設
さ
れ
て
お
り
、

ミ
サ
の
後
に
見
学
す
る
人
も

多
か
っ
た
。

受
け
継
が
れ
る
福
音
と
信
仰

藩
主
・
光
友
の
苦
悩
も
思
う

栄
国
寺
・
殉
教
者
祭

福
者
ユ
ス
ト
高
山
右
近
殉

教
者
の
記
念
ミ
サ
が
２
月
11

日
、金
沢
教
会
で
行
わ
れ
た
。

２
０
１
７
年
２
月
の
列
福
式

か
ら
６
年
、
参
列
者
は
右
近

の
次
な
る
列
聖
を
願
い
、
心

を
一
つ
に
祈
り
を
捧
げ
た
。

ミ
サ
は
松
浦
悟
郎
司
教

と
、
石
川
、
富
山
、
福
井
の

司
祭
７
人
に
よ
る
共
同
司
式

で
進
め
ら
れ
た
。
初
め
に
松

浦
司
教
が
聖
堂
に
安
置
し
て

あ
る
右
近
の
聖
遺
物
に
献
香

し
て
、
遺
徳
を
し
の
ん
だ
。

松
浦
司
教
は
説
教
で
、
右

近
の
生
涯
は
、
洗
礼
を
受
け

た
あ
と
、
領
地
の
没
収
、
放

浪
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
追
放

と
、
忍
耐
の
連
続
で
あ
っ
た

と
紹
介
。「
そ
れ
で
も
信
仰

は
揺
ら
ぐ
こ
と
が
な
く
、
殺

さ
れ
は
し
な
か
っ
た
も
の
の

苦
難
の
人
生
そ
の
も
の
が
殉

教
で
あ
り
、
そ
の
生
き
方
は

私
た
ち
に
大
き
な
ヒ
ン
ト
を

与
え
て
く
れ
る
」と
語
っ
た
。

共
同
祈
願
で
は
、
右
近
の

取
り
次
ぎ
を
求
め
て
世
界
の

平
和
と
福
音
化
を
願
い
、
合

わ
せ
て
右
近
の
列
聖
を
求
め

る
祈
り
を
唱
え
た
。
閉
祭
で

金
沢
教
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
高

山
右
近
讃
歌
「
光
は
今
も
」

が
同
教
会
聖
歌
隊
に
よ
っ
て

歌
わ
れ
た
。

ミ
サ
に
は
金
沢
教
会
を
は

じ
め
約
70
人
の
信
徒
が
集

い
、
名
古
屋
か
ら
信
徒
協
関

係
者
も
参
列
し
た
。
ミ
サ
の

列
聖
へ
願
い
を
込
め
て

松
浦
司
教
と
北
陸
３
県
の
司
祭
が
共
同
司
式

福
者
ユ
ス
ト
高
山
右
近
殉
教
者
・
記
念
ミ
サ

模
様
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
ラ
イ
ブ
配

信
さ
れ
た
。
映
像
は
金
沢
教

会
ま
た
は
名
古
屋
教
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

す
れ
ば
視
聴
で
き
る
。

金
沢
教
会
は
右
近
の
生
涯

と
信
仰
の
道
を
広
く
紹
介
す

る
冊
子
「
加
賀
の
野
に　

能
登
の
海
に　

ユ
ス

ト
高
山
右
近　

光
は

今
も
」
や
、
金
沢
市

内
の
足
跡
を
訪
ね
る

案
内
パ
ン
フ
（
英
訳

付
き
）
を
発
行
し
て

来
訪
者
に
配
布
し
て

い
る
。
あ
わ
せ
て
廃

藩
置
県
前
の
明
治
初

年
、
金
沢
に
流
配
さ

れ
た
長
崎
・
浦
上
キ

リ
シ
タ
ン
の
歴
史
を
紹
介
す

る
冊
子
も
発
行
し
て
い
る
。

高
山
右
近
と
浦
上
キ
リ
シ

タ
ン
と
い
う
加
賀
藩
史
の
初

め
と
終
わ
り
に
刻
ま
れ
た
二

つ
の
出
来
事
は
、
郷
土
史
の

「
加
賀
百
万
石
異
聞
」
と
し

て
貴
重
で
あ
る
と
受
け
止
め

る
向
き
も
あ
る
。

写真上＝高山右近の聖遺物に献
香する松浦司教松浦、下＝司教
と北陸ブロック司祭団との共同
司式

松浦司教と若松住職が並んで献花

栄国寺の若松住職
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松
浦
司
教
は
３
月
７
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
関
す

る
新
し
い
方
針
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

（
17
）」
を
発
表
し
、
全
小
教

区
に
フ
ァ
ク
ス
で
通
達
し

た
。
マ
ス
ク
の
着
用
を
基
本

的
に
任
意
と
し
、
ミ
サ
で
の

参
加
人
数
制
限
を
な
く
し
、

教
会
活
動
を
で
き
る
だ
け
再

開
す
る
よ
う
に
と
呼
び
か
け

た
。感

染
は
ま
だ
続
い
て
い
る

も
の
の
、
ワ
ク
チ
ン
や
治

療
に
よ
っ
て
状
況
が
改
善

し
「
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
」
が

定
着
し
て
き
た
こ
と
、
マ
ス

ク
の
着
用
が
個
人
の
判
断
に

任
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
法
上
の

位
置
づ
け
が
２
類
か
ら
５
類

に
引
き
下
げ
ら
れ
る
な
ど
の

政
府
方
針
の
変
更
に
伴
う
も

の
。た

だ
し
、
体
調
不
良
時
に

は
教
会
に
来
な
い
、
感
染
状

況
悪
化
時
に
は
そ
れ
に
対
応

す
る
よ
う
に
と
、
慎
重
さ
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
は
変
わ
ら

な
い
。

「
対
策
に
つ
い
て
（
17
）」

全
文
は
以
下
の
通
り
。

� ２０２３年３月７日
教区の皆さま
� 教区司教　松浦悟郎

新型コロナウイルス対策について（17）
＋主の平和

新型コロナウイルス感染対策は４年目に入ることになりました。感染は未だに
続いているとは言え、この３年の間にワクチンや治療に関して少しずつ状況は改
善し、「ウィズ・コロナ」が定着してきました。

こうした中、政府は2023年５月８日より、新型コロナウイルスを５類へ引き下
げる方針であること、また、新型コロナ対策としてのマスクの着用について、政
府は、３月13日から屋内・屋外を問わず個人の判断に委ねる方針を決定しました。
さらに学校教育の現場では、新学期となる４月１日から着用を求めないことを基
本とするほか、それに先だって行われる卒業式は、その教育的意義を考慮し、児
童・生徒などは着用せずに出席することを基本とするとしています。

名古屋教区としては上記の政府方針に基づき、以下のようにコロナ対策を緩和
したいと思います。ただし、コロナは終息したわけではなく、教会には高齢者も
多いので、発熱している方、体調不良がある場合等は教会に来るのを控えてくだ
さい。尚、感染状況の急激な悪化や国や自治体の新たな要請が出た場合には、そ
れに従った対策をとるようにして下さい。

記
１�．換気を良くすることを前提に、基本的にはマスク着用は任意（自由）とします。

①　�ミサでの司式者と全信徒の交唱、歌も可能です。ただし、特に全員で歌う
場合には換気状況や混み具合（密）に配慮した対策を臨機応変にとってく
ださい。

②　�聖体拝領時の一人一人の消毒は必要ありませんが、口での拝領は避けて下
さい。

③　�司式者もマスク着用は任意ですが、感謝の祭儀からは、祭壇上のホスチア
の入ったチボリウム・カリスにはパラを置くようにするか、マスクを着用
するようにして下さい。

２�．ミサでの参加人数制限はありません。
�ただし、通常の定員を超えるような密は避けるようにしましょう。換気が難し
かったり、思いがけなく定員を超えて人が多く集まった場合には、マスク着用
をお願いするか、全員で歌うことを避けるなどの対策をとるようにして下さい。
３�．教会活動もできるだけ再開します。

�病人、高齢者訪問については、病院、施設、家族の了解を得てから行って下さい。

以上、教区基本方針を基本とし、３月19日（日）より小教区の状況を考慮しな
がら、実施して下さい。

Blessed are those who（　　ア　　）and（　　イ　　）.
見ないのに信じる人は、幸いである。（ヨハネ20・29）

Q.　ア、イに入るのは次のうちどれ？
　① do not see	 ② have not seen	 ③ did not see
　④ believe	 ⑤ have believed	 ⑥ believed

（英語は New American Bible、日本語は新共同訳聖書によります）

えいごで聖句ドリル

えいごで聖句ドリル解答
ア＝②　イ＝⑤
　復活節第2主日（4月16日）の福音から、イエスが復活したとの仲間の証言をかたくなに信じ
ようとしないトマスをさとすイエスの言葉です。現在完了形であることを強調すると「今に至
るまでずっと見たことがなかったのに、信じるに至った人々は幸い」とでも訳せるでしょうか。

“Blessed are …”は、有名な山上の説教の八つの幸いと同じ表現です。“Blessed are the poor 
in spirit.”「心の貧しい人々は幸いである」（マタイ5・3）

各
自
の
賜
物
に
従
う
使
徒
職
・
生
者
と
死
者
、

生
き
る
人
々
と
の
連
帯

援
助
修
道
会
は
、
正
式
名

称
を
「
煉
獄
援
助
修
道
会
」

と
い
い
、
１
８
５
６
年
に
福

者
み
摂
理
の
マ
リ
ア
（
ウ
ー

ジ
ェ
ニ
ー
・
ス
メ
ッ
ト
）
に

よ
っ
て
、
パ
リ
で
創
立
さ
れ

ま
し
た
。

１
９
３
５
年
に
４
名
の

会
員
が
広
島
に
到
着
し
、

託
児
所
を
開
い
た
の
が
日

本
で
の
活
動
の
始
ま
り
で

す
。
原
爆
に
よ
り
広
島
修

道
院
は
全
焼
し
ま
し
た
が

修
道
女
た
ち
は
全
員
助
か

り
ま
し
た
の
で
、
８
月
７

日
以
降
、
イ
エ
ズ
ス
会
の

司
祭
た
ち
と
共
に
被
爆
し

た
人
々
の
看
護
に
当
た
り

ま
し
た
。

戦
後
、
会
は
日
本
各
地
に

お
い
て
日
本
社
会
の
必
要
に

応
え
る
形
で
老
人
ホ
ー
ム
や

幼
稚
園
な
ど
の
事
業
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
80
年
代
以

降
は
次
第
に
そ
れ
ら
を
譲
渡

し
て
い
き
、
会
員
各
自
が
い

た
だ
い
て
い
る
賜
物
に
従
っ

て
、小
教
区
で
の
宣
教
司
牧
、

霊
的
同
伴
、
ホ
ー
ム
レ
ス
・

精
神
障
害
者・知
的
障
害
者・

滞
日
外
国
人
・
難
民
と
い
っ

た
人
々
へ
の
支
援
、
幼
稚
園

か
ら
神
学
校
・
大
学
ま
で
の

教
育
な
ど
、
多
様
な
使
徒
職

に
従
事
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

名
古
屋
教
区
に
は
、
２
０

０
６
年
に
会
員
の
一
人
、
シ

ス
タ
ー
三
好
千
春
が
南
山
大

学
の
専
任
教
員
と
し
て
働
く

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
契
機

で
来
名
し
ま
し
た
。
一
時
期

は
名
古
屋
で
働
く
会
員
も
増

え
小
教
区
司
牧
そ
の
他
に
従

事
し
て
い
ま
し
た
が
、
23
年

現
在
は
再
び
三
好
１
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。

会
の
目
的
は
「
神
の
い
っ

そ
う
大
き
な
栄
光
の
た
め

に
、
死
を
通
過
し
て
清
め
を

受
け
つ
つ
あ
る
人
々
に
お
い

て
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
果

た
し
て
お
ら
れ
る
解
放
の
業

に
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
自
己

を
奉
献
す
る
こ
と
」（
会
憲

12
条
）
で
す
が
、こ
れ
に
は
、

先
に
述
べ
た
よ
う
な
多
様
な

使
徒
職
へ
の
献
身
が
含
ま
れ

ま
す
。
そ
れ
は
、
会
の
カ
リ

ス
マ
の
中
核
に
あ
る
「
聖
徒

の
交
わ
り
」
が
、
生
者
と
死

者
と
の
間
の
連
帯
と
共
に
、

こ
の
地
上
に
生
き
て
い
る

人
々
と
の
連
帯
へ
と
会
員
を

招
く
か
ら
で
す
。
援
助
修
道

会
の
会
員
は
す
べ
て
の
人
が

「
創
造
さ
れ
た
目
的
に
達
す

る
ま
で
手
伝
う
」
こ
と
を
使

命
と
し
て
お
り
、
そ
の
精
神

に
従
っ
て
、
今
後
も
名
古
屋

教
区
で
の
福
音
宣
教
に
さ
さ

や
か
な
が
ら
も
協
力
し
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

マ
ス
ク

着
　
用

コ
ロ
ナ対策

自
由緩和

聖地のための献金� 聖金曜日（4月7日）
　14世紀中頃、教皇クレメンス6世は、パレスチナ各地の巡礼所とヨーロッ
パからの巡礼者保護をフランシスコ会に委託した。その後、政情不安な聖地
で苦労している修道者たちを支えるために行われるようになった献金は、い
つの頃からか、主の受難と死を記念する聖金曜日にささげられるようになっ
た。そして教皇レオ13世は1887年、カトリック教会のすべての小教区にこの
聖地のための献金を命じた。
　全世界の教会からローマ教皇庁に集められる献金は、現在、イスラエル、
ヨルダン、キプロス、パレスチナ自治区内にある数多くの巡礼所や聖堂など
の維持管理に充てられるほか、聖地の貧しい兄弟姉妹のための福祉施設や教
育施設の運営、奨学金や生活保護などの資金として使われている。

世界召命祈願の日� 復活節第4主日（4月30日）
　神はすべての人が誠実に自分の生涯を送るように招いている（召命）。ある
人は、社会の中のさまざまな職場の労働者として、またある人は、夫婦、親、
兄弟姉妹としてよい家庭を築くように、そしてある人は、神と人とに仕える
司祭、助祭、修道者となるように招かれている。
　神の招きはこのように人それぞれだが、自分に対する神の望みを祈りのう
ちに探していくことが大切なことだ。「世界召命祈願の日」には、とくに司祭、
修道者への招きに一人でも多くの人が応えることができるように祈りをささ
げる。
　この日は、聖パウロ6世教皇によって1964年に制定された。

援助修道会



（ 3 ）	 ２ ０ 2 3 年 4 月 2 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 4 3 3 号）

正
義
と
平
和
委
員
会
学
習
会

基
地
沖
縄
の
人
々
は

岸
田
政
権
に
よ
る
大
軍
拡

に
よ
っ
て
、
今
の
日
本
は
戦

争
の
で
き
る
国
に
ま
っ
し
ぐ

ら
と
な
っ
て
い
る
。

最
前
線
で
あ
る
沖
縄
の

人
々
は
先
の
大
戦
と
同
じ
く

「
捨
て
石
」
に
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
戦
慄
し
て
い
る
。

名
古
屋
教
区
正
義
と
平
和

委
員
会
は
１
月
21
日
に
学
習

会
を
開
き
、
講
師
に
沖
縄
在

住
の
憲
法
学
者
・
小
林
武
さ

「
新
た
な
建
議
書
」（
22
年
５

月
）
は
、
憲
法
を
尊
重
せ
ず

民
主
主
義
と
地
方
自
治
に
目

を
塞
い
で
沖
縄
の
民
意
に
耳

を
か
さ
な
い
本
土
政
府
を
き

び
し
く
糾
弾
し
、
辺
野
古
新

基
地
建
設
は
断
じ
て
許
さ
な

い
と
い
う
立
場
を
貫
き
、
平
和

で
豊
か
な
沖
縄
の
実
現
を
展

望
す
る
文
書
と
な
っ
て
い
る
。

２�

．
い
ま
、
沖
縄
の
問
う
も
の

（
１
）
以
下
の
よ
う
な
問
題
を

解
決
す
る
に
は
「
日
米
地
位

協
定
」
の
抜
本
的
改
定
が
喫

緊
の
課
題
だ
が
、
国
は
こ
の

要
請
に
背
き
つ
づ
け
て
い
る
。

予
算
大
幅
増
）
と
い
う
従
来

の
安
保
政
策
か
ら
の
大
転
換

を
図
る
も
の
。

▼
南
西
諸
島
の
軍
事
要
塞
化

の
急
速
な
進
行
は
沖
縄
を
有

事
の
標
的
、
す
な
わ
ち
再
び

「
捨
て
石
」
と
す
る
。
沖
縄

は
台
湾
を
め
ぐ
っ
て
日
米
が

中
国
と
戦
争
を
す
る
と
き
、

そ
の
戦
場
と
な
る
。
沖
縄
の

人
々
が
怖
れ
る
の
は
中・朝・

ロ
か
ら
の
先
制
攻
撃
で
は
な

く
、
日
本
政
府
の
意
志
に

よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
す
る
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
。

「
捨
て
石
」
と
は
、
囲
碁
に

分
」（
沖
縄
の
日
本
へ
の
強

制
併
合
）
以
来
、
沖
縄
県
は

明
治
政
府
に
よ
っ
て
日
本
化

が
進
め
ら
れ
、
１
９
４
５
年

４
月
１
日
に
は
米
軍
上
陸
と

同
時
に
発
せ
ら
れ
た
「
ニ

ミ
ッ
ツ
布
告
」
に
よ
っ
て
日

本
帝
国
の
統
治
権
の
停
止
が

宣
言
さ
れ
た
。
沖
縄
戦
で
は

県
民
の
４
分
の
１
、
約
12
万

人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

46
年
４
月
の
衆
議
院
議
員

選
挙
に
よ
っ
て
日
本
は
憲
法

制
定
議
会
を
構
成
し
た
が
、

沖
縄
は
そ
こ
か
ら
排
除
さ
れ
、

70
年
ま
で
国
政
選
挙
が
実
施

て
も
実
態
調
査
が
で
き
な
い

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
。

（
２
）「
安
保
３
文
書
」
は
日

本
と
沖
縄
を
ど
こ
へ
導
く
か
。

▼
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
奇
貨

と
し
て
一
気
に
戦
争
国
家
へ

進
ん
だ
。

安
保
３
文
書
と
は
、
国
家

安
全
保
障
の
基
本
方
針
や

防
衛
力
の
在
り
方
を
示
す

三
つ
の
文
書
。「
国
家
安
全

保
障
戦
略
」「
国
家
防
衛
戦

略
」「
防
衛
力
整
備
計
画
」。

閣
議
で
決
定
さ
れ
る
。「
国

家
防
衛
戦
略
」
は
以
前
の

「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
を
改

称
し
た
も
の
で
、
米
国
と

▼
「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
」

の
世
論
に
よ
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

平
和
を
回
復
し
、
世
界
の
平

和
を
再
建
す
る
た
め
に
貢
献

す
る
。
特
に
、
ア
ジ
ア
に
平

和
の
枠
組
み
を
つ
く
り
出
す
。

▼
非
暴
力
不
服
従
の
闘
い
。

沖
縄
で
は
、
た
と
え
ば
１
９

５
０
年
代
、
米
軍
に
接
収
さ

れ
た
土
地
を
取
り
戻
す
た
め

に
非
暴
力
で
た
た
か
っ
た
伊

江
島
住
民
の
運
動
が
あ
る
。

（
参
照
：
阿
波
根
昌
鴻
『
米

軍
と
農
民
』
岩
波
新
書
）

４�

．
む
す
び
～
今
こ
そ
憲
法

９
条
を
守
り
た
い

ん
を
招
い
た
。
憲
法
学
の
視

点
か
ら
沖
縄
の
人
々
の
声
を

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

（
正
義
と
平
和
委
員
会
・
竹

谷
基
）

以
下
、
正
義
と
平
和
委
員

会
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
資

料
に
基
づ
い
て
編
集
部
で
学

習
会
の
概
略
を
ま
と
め
た
。

１�

．「
基
地
沖
縄
」
の
歩
み

～
憲
法
の
視
点
か
ら

１
８
７
９
年
の
「
琉
球
処

▼
米
軍
基
地
に
よ
る
加
害
の

頻
発
。
た
と
え
ば
、
米
軍
人

絡
み
の
事
件
・
事
故
。
米
軍

機
あ
る
い
は
そ
の
部
品
の
落

下
。
人
体
に
有
害
な
影
響
が

指
摘
さ
れ
る
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
の
基
地
か
ら
の
流
出
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
新
基

地
建
設
を
強
行
し
て
い
る
こ

と
な
ど
。

▼
基
地
か
ら
は
毎
日
「
ア
メ
リ

カ
国
歌
」
が
大
音
量
で
放
送

さ
れ
、
沖
縄
県
民
は
「
植
民

地
住
民
」
と
見
ら
れ
て
い
る
。

▼
米
軍
基
地
が
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
感
染
源
と
見
ら
れ

お
い
て
、
将
来
の
利
益
の

た
め
に
意
図
的
に
相
手
に

取
ら
せ
る
た
め
に
打
た
れ

る
石
の
こ
と
。
太
平
洋
戦

争
末
期
の
沖
縄
戦
は
本
土

決
戦
を
少
し
で
も
遅
ら
せ

る
た
め
の
時
間
稼
ぎ
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
沖
縄
は
国

家
に
よ
っ
て
「
捨
て
石
」

に
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。

３
．
何
を
な
す
べ
き
か

憲
法
９
条
を
も
つ
国
と
し

て
果
た
す
べ
き
役
割
は
何
か
。

▼
軍
事
的
対
応
で
は
な
く
、

平
和
的
手
段
に
よ
っ
て
戦
争
、

と
く
に
核
戦
争
を
阻
止
す
る

た
め
に
全
力
を
尽
く
す
。

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

52
年
４
月
に
は
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
講
和
条
約
に
よ
り
日
本

は
沖
縄
を
米
国
施
政
権
下
に

置
い
た
ま
ま
独
立
を
果
た
し

た
。
沖
縄
は
日
本
国
憲
法
か

ら
切
り
離
さ
れ
、
人
権
の
保

障
さ
れ
な
い
状
況
が
続
い
た
。

72
年
５
月
、
沖
縄
は
日
本

に
復
帰
し
た
。
し
か
し
平
和

憲
法
の
下
、
基
地
の
な
い
沖

縄
を
求
め
る
県
民
の
願
い
は

無
視
さ
れ
、
実
態
は
か
え
っ

て
「
基
地
沖
縄
」
を
固
定
化

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

玉
城
デ
ニ
ー
知
事
に
よ
る

の
戦
略
的
な
一
体
化
を
促

す
。「
防
衛
力
整
備
計
画
」

は
、
自
衛
隊
の
部
隊
や
装

備
、
経
費
な
ど
を
５
年
間

で
計
画
す
る
。
昨
年
12
月

に
岸
田
政
権
が
敵
基
地
攻

撃
能
力
を
明
記
し
た
安
保

３
文
書
を
閣
議
決
定
し
た
。

▼
昨
年
末
閣
議
決
定
し
た
安

保
３
文
書
は
、
従
来
の
憲
法

解
釈
を
変
更
し
集
団
的
自
衛

権
を
認
め
る
と
し
た
14
年
７

月
１
日
の
閣
議
決
定
を
実
践

段
階
に
す
る
も
の
で
、
専
守

防
衛
の
放
棄
、
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
容
認
、
軍
拡
（
防
衛

政
権
は
今
、
戦
争
責
任
を

果
た
さ
な
い
ま
ま
、
戦
後
責

任
を
負
う
こ
と
に
な
る
加
害

行
為
に
踏
み
出
そ
う
と
し
て

い
る
。
こ
れ
を
阻
止
し
憲
法

９
条
の
示
す
道
に
引
き
戻
し

た
い
。

憲
法
を
現
行
の
ま
ま
守
り

抜
く
こ
と
は
、
平
和
の
中
で
国

民
の
生
命
と
人
間
の
尊
厳
を

確
保
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

子
ど
も
と
孫
さ
ら
に
す

べ
て
の
将
来
の
人
々
に
こ

の
「
宝
物
」を
贈
る
こ
と
は
、

今
を
生
き
る
私
た
ち
が
果
た

す
べ
き
責
務
で
あ
る
。

映画「ノートルダム　炎の大聖堂」八
事
聖
霊
修
道
院
で
２
月

の
ラ
ビ
リ
ン
ス
メ
デ
ィ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。

毎
回
初
参
加
者
に
ラ
ビ
リ

ン
ス
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

歴
史
や
背
景
、
教
会
で
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
き
た
か
の

解
説
が
あ
り
ま
す
。

聖
書
朗
読
後
に
ラ
ビ
リ
ン

ス
を
歩
き
始
め
る
の
で
す

が
、
歩
調
も
ス
ピ
ー
ド
も
各

自
、
心
の
お
も
む
く
ま
ま
。

祈
り
な
が
ら
で
も
瞑
想
し
な

が
ら
で
も
、
考
え
を
ま
と
め

る
た
め
に
歩
く
の
に
も
良
い

と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
は
、
小
雨
の
降
る
中
、

マ
タ
イ
５
章
44
節
「
敵
を
愛

し
、
自
分
を
迫
害

す
る
者
の
た
め
に

祈
り
な
さ
い
」
を

読
み
、
朗
読
箇
所

を
噛
み
締
め
な
が

ら
歩
い
て
、
ほ
ん

の
少
し
春
の
兆
し

を
感
じ
て
、
迫
害

さ
れ
て
い
る
時
は

ま
る
で
寒
い
冬
だ

け
ど
、
必
ず
春
は

や
っ
て
く
る
と
思
え
ま
し
た
。

歩
い
て
い
る
と
鳥
た
ち
が

歌
っ
て
、
つ
い
「
ご
ら
ん
よ

空
の
鳥
」を
口
ず
さ
ん
だ
り
、

カ
ラ
ス
が
合
い
の
手
を
打
つ

か
の
よ
う
に
鳴
く
の
で
、
思

わ
ず
吹
き
出
し
た
り
。
鳥
が

ど
こ
に
い
る
の
か
分
か
ら
な

か
っ
た
け
ど
、
と
て
も
楽
し

く
歩
き
ま
し
た
。

ラ
ビ
リ
ン
ス
の
入
口
か
ら

入
っ
て
少
し
行
く
と
、
最
初

の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
。

今
ま
で
歩
い
て
き
た
景
色
が

一
転
し
て
「
あ
れ
？
こ
ん
な

と
こ
ろ
を
歩
い
て
い
た
？
」

と
新
鮮
な
驚
き
が
あ
り
ま

す
。
ラ
ビ
リ
ン
ス
の
中
で
向

き
を
変
え
る
度
に
、
少
し
ず

つ
自
分
が
見
え
て
る
も
の
だ

け
が
す
べ
て
で
は
な
い
と
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
に
向
き
を
変
え
た

時
、
２
回
目
、
３
回
目
と
向

き
を
変
え
る
度
に
、
今
ま
で

見
え
て
い
な
か
っ
た
（
見
よ

う
と
し
な
か
っ
た
？
）
眺
め

に
気
が
つ
い
て
、「
こ
れ
っ

て
自
分
の
考
え
方
も
同
じ
か

も
し
れ
な
い
。
人
は
い
か
に

見
た
い
も
の
し
か
見
ず
、
聞

き
た
い
も
の
し
か
聞
い
て
い

な
い
ん
だ
ろ
う
」
と
、
体
験

を
も
っ
て
味
わ
え
る
時
間
に

思
い
ま
す
。

聖
霊
修
道
院
の
整
っ
た

《
気
》
と
で
も
言
え
ば
良
い

の
で
し
ょ
う
か
、
歩
い
て
い

布
池
教
会
　
林
　
磨ま

美み

聖霊修道院主催�
ラビリンスメディテーション

2023年-2024年ラビリンスメディテーション予定
日　時　原則、第4土曜日。12月は第3土曜日。
　　　　13：30～16：30
　　　　①4月22日　②5月27日　③6月24日
　　　　④7月22日　⑤8月26日　⑥9月23日
　　　　⑦10月28日　⑧11月25日　⑨12月16日（第3）
　　　　⑩1月27日　⑪2月24日　⑫3月23日
場　所　聖霊ミッションセンター
　　　　名古屋市昭和区八事本町1
　　　　�地下鉄名城線八事日赤病院駅①番出口を出て

右へ。すぐの角を右折。次の角も右折。信号
を左折して門へ。徒歩5分。

参加費　200円
問合せ　聖霊修道院　電話 052-832-0434

ラ
ビ
リ
ン
ス
メ
デ
ィ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
よ
ろ
こ
び

る
と
と
て
も
穏
や
か
な
気
持

ち
に
な
れ
ま
す
。
わ
た
し
は

「
こ
れ
が
聖
霊
を
充
電
す
る

と
い
う
こ
と
な
ん
だ
な
ぁ
」

と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
シ
ス
タ
ー
お
手
製

の
ケ
ー
キ
が
お
い
し
く
て
、

嬉
し
い
ひ
と
と
き
と
分
か
ち

合
い
で
、
さ
ら
に
こ
の
瞑
想

が
自
分
の
中
で
深
い
も
の
に

変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

©2022 PATHÉ FILMS – TF1 FILMS 
PRODUCTION – WILDSIDE – REPÉRAGE – 
VENDÔME PRODUCTION

　2019年4月15日、フランス・パリのノートルダム大聖堂に大規模火災が発生し
た。翌日には鎮火したが、尖塔などが焼け落ちてしまった。「ノートルダム（わ
れらが貴婦人）」＝聖母マリアのこと＝として市民に愛されたパリ大司教座聖堂
はユネスコの文化遺産でもあり、2013年に着工850年を祝ったことが人々の記憶
にまだ新しかった。世界中に伝えられた火災の映像は見る者の胸を痛めずにはお
かなかった。
　さいわい死者を一人も出さなかった現場で、消防士たちは大聖堂と聖遺物と自
分たちの命のいずれをも諦めなかった。大聖堂の外に集まった人々が心を合わせ
て祈るアヴェ・マリアの歌声が響く中、決死の突入を試みようとする消防士の「私
は大聖堂をよく知っています。そして愛しています」という言葉が聴く者の心を
震わせる。
　実際に大規模セットを炎上させての撮影と VFX（視覚効果）の融合により実
現した現実感・臨場感には圧倒される。

4月7日（金）より
109シネマズ名古屋ほか全国公開

公式サイト
https://notredame-movie.com

【配給】
STAR CHANNEL MOVIES

上映劇場（いずれも4月7日（金）公開予定）
予定は変更となる場合があります。鑑賞前に劇場に確認をお勧めします。
石川	 ユナイテッド・シネマ金沢	 0570－783－071
愛知	 109シネマズ名古屋	 0570－052－109
愛知	 イオンシネマ名古屋茶屋	 052－309－4610
愛知	 ユナイテッド・シネマ豊橋18	 0570－783－668
愛知	 ユナイテッド・シネマ岡崎	 0570－783－669
愛知	 ユナイテッド・シネマ稲沢	 0570－783－125
愛知	 ユナイテッド・シネマ阿久比	 0570－783－135
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�
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

4
月
の
教
会
暦

2
日
㈰	

受
難
の
主
日
（
枝
の
主
日
）

6
日
㈭	

聖
木
曜
日
（
主
の
晩
餐
）

7
日
㈮	

聖
金
曜
日（
主
の
受
難
）（
大
斎・

小
斎
）

	

聖
地
の
た
め
の
献
金

8
日
㈯	

聖
土
曜
日

9
日
㈰	

復
活
の
主
日
（
祭
）

16
日
㈰	

復
活
節
第
2
主
日
（
神
の
い
つ

く
し
み
の
主
日
）

23
日
㈰	

復
活
節
第
3
主
日

25
日
㈫	

聖
マ
ル
コ
福
音
記
者
（
祝
）

29
日
㈯
㈷
聖
カ
タ
リ
ナ
（
シ
エ
ナ
）
お
と

め
教
会
博
士
（
記
）

30
日
㈰	

復
活
節
第
4
主
日

	

世
界
召
命
祈
願
の
日

5
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

7
日
㈰	

復
活
節
第
5
主
日

14
日
㈰	

復
活
節
第
6
主
日

	

世
界
広
報
の
日
（
献
金
）

21
日
㈰	

主
の
昇
天
（
祭
）

28
日
㈰	

聖
霊
降
臨
の
主
日
（
祭
）

	

教
区
聖
年
閉
幕

教
区
行
事
予
定

4
月

5
日
㈬	

聖
香
油
ミ
サ
＊

	

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
金
銀
祝
＊

	

終
身
助
祭
候
補
者
の
朗
読
奉
仕

者
選
任
式
＊

8
日
㈯	

信
徒
協
役
員
会

11
日
㈫	

樹
の
会

	

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会

12
日
㈬	

カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会

　
（
＊
＝
松
浦
司
教
）

14
日
㈮	

正
義
と
平
和
委
定
例
会

15
日
㈯	

殉
教
者
委
定
例
会
／
レ
ジ
オ
マ

リ
エ
・
名
古
屋
ク
リ
ア

16
日
㈰	

愛
岐
B
会
議

18
日
㈫	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

20
日
㈭	

教
区
顧
問
会
＊

22
日
㈯	

典
礼
委
員
会
コ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ

25
日
㈫	

司
祭
評
議
会
常
任
委
員
会
＊

29
日
㈯	

殉
教
者
祭
（
金
沢
卯
辰
山
）

30
日
㈰	

愛
岐
B
兄
弟
の
集
い

３
月
号
で
、
金
沢
・
卯
辰
山
の
殉
教
者

祭
を
４
月
30
日
㈰
と
し
ま
し
た
が
、
29

日
㈯
に
訂
正
し
ま
す
。

5
月

6
日
㈯	

宣
司
評
運
営
委
員
会
＊

7
日
㈰	

城
東
B
会
議

9
日
㈫	

樹
の
会

	

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会

10
日
㈬	

カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会

12
日
㈮	

正
義
と
平
和
委
定
例
会
・
学
習

会

13
日
㈯	

典
礼
委
員
会
コ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
／
殉
教
者
委
定
例
会
／
信
徒

協
役
員
会

14
日
㈰	

膳
棚
教
会
献
堂
60
周
年
記
念
ミ

サ
＊

16
日
㈫	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

18
日
㈭	

月
集
＊

20
日
㈯	

レ
ジ
オ
マ
リ
エ
・
名
古
屋
ク
リ

ア

21
日
㈰	

一
粒
会
委
員
総
会

25
日
㈭	

教
区
顧
問
会
＊

27
日
㈯	

教
区
法
人
評
議
員
会
＊

28
日
㈰	

布
池
教
会
堅
信
式
＊

	

教
区
聖
年
閉
幕
ミ
サ
＊

教
区
行
事
以
外
の
松
浦
司
教
予
定

4
月

13
日
㈭	

常
任
司
教
委
員
会

27
日
㈭	

社
会
司
教
委
員
会

5
月

11
日
㈭	

常
任
司
教
委
員
会

23
日
㈫	

社
会
司
教
委
員
会

◇
4
月
の
炊
き
出
し　

木
6
日
弁
当
、
13
日
布
池
、
20
日
聖
霊・

南
山
・
樹
の
会
、
27
日
城
北
橋

金
14
日
南
山
、
21
日
布
池
、
28
日
一
宮

▼
人
事
異
動

松
浦
司
教
は
３
月
２
日
と
17
日
、
主

と
し
て
小
教
区
を
担
当
す
る
司
祭
の
異

動
を
発
表
し
た
。
移
動
日
は
基
本
的
に

復
活
祭
後
。
一
部
の
司
祭
は
４
月
１
日
。

〔　

〕
内
は
前
任
地
。
略
号
は
次
の
通

り
：SV

D

＝
神
言
会
、O

C
D

＝
男

子
跣
足
カ
ル
メ
ル
修
道
会
、C

M
F

＝

ク
ラ
レ
チ
ア
ン
会
、C

O
N

V

＝
コ
ン

ベ
ン
ツ
ア
ル
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
、

O
F

M

＝
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
、N

＝
名

古
屋
教
区
。

《
愛
岐
ブ
ロ
ッ
ク
》
多
治
見

主
任
ス

タ
ニ
ス
ワ
ブ
・
ポ
ウ
ォ
ム
ス
キ
（
通

称
・
ス
タ
ン
）SV

D

〔
長
崎
教
区
〕　

神
言
多
治
見
修
道
院

竹
谷
基
〔
半

田
〕

《
城
東
ブ
ロ
ッ
ク
》
平
針
主
任
大
海
明

敏SV
D

〔
五
反
城
〕　

南
山

助
任
ジ

ョ
ナ
サ
ン
・
レ
イ
・
オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
・

ビ
リ
ア
コ
ル
タ
（
通
称
・
ジ
ョ
ナ
サ
ン
）

福 信 館福 信 館

ゴ
ー
ル

達成率
約87.1％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

654件 34,877,185円
目標額 40,000,000円

協力協力協力協力

建
設
費
の
返
済
に

建
設
費
の
返
済
に

　　
をを

建
設
費
の
返
済
に

建
設
費
の
返
済
に

　　
をを

（2月28日現在）

SV
D

〔
長
崎
教
区
〕

《
城
北
ブ
ロ
ッ
ク
》
五
反
城
主
任
ア
ド

リ
ア
ヌ
ス
・
レ
イ
ン
ゲ
レ
・
ハ
ヨ
ン
（
通

称
・
ア
ル
デ
ィ
）SV

D

〔
多
治
見
〕

《
城
南
ブ
ロ
ッ
ク
》
緑
ヶ
丘
・
鳴
海 

主
任
ヤ
マ
ス
・
ジ
ョ
ゼ
ッ
プCM

F

〔
布

池
〕　

助
任
シ
ュ
エ
・
ル
イ
・
ジ
ュ
ン

（
通
称
・
ジ
ュ
ン
）CM

F

〔
東
京
教
区
〕  

八
熊

主
任
平
田
豊
彦N

〔
八
熊
・

緑
ヶ
丘
兼
任
〕　

東
海
・
長
浦

主
任

フ
ェ
ル
デ
ィ
マ
ー
ル
・
バ
カ
リ
サ
・

フ
ァ
ミ
ニ
ア
ラ
ガ
オ
（
通
称
・
フ
ェ
ル

デ
ィ
）SV
D

 

助
任
ロ
ナ
ウ
ド
・
ア
ウ

ヴ
ェ
ス
・
オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
（
通
称
ロ
ナ
ウ

ド
）SV

D

〔
多
治
見
〕　

日
比
野
主
任

志
村
武O

CD

〔
東
京
教
区
〕　

港

助

任
チ
ャ
ー
リ
ー
・
ポ
ム
セ
ノO

SA

〔
長

崎
教
区
〕　

半
田
小
教
区
管
理
者
サ
ン

テ
ィ
ア
ゴ
・
エ
ド
ガ
ル
ドSV

D

〔
管
区

長
兼
任
〕

《
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
》
富
山
地
区（
全
小
教
区
） 

主
任
小
川
満O

FM

　

助
任
オ
デ
ィ
ロ
ン

金
一
（
通
称
・
オ
デ
ィ
ロ
ン
）SV

D

〔
東

京
教
区
〕　

協
力
片
岡
義
博N

◎
教
区
外
へ
《
東
京
教
区
へ
》
古
川
利
雅

O
CD

〔
日
比
野
〕　

長
谷
川
潤O

FM

〔
富

山
地
区
〕　

森
智
宏SV

D

〔
南
山
〕 

ト

ラ
ン
・
ナ
ム
・
フ
ォ
ンSV

D

〔
南
山
〕  

《
新
潟
教
区
へ
》
イ
グ
ナ
シ
ウ
ス
・
ク
リ

ス
テ
ィ
ア
ヌ
ス・バ
サ（
通
称・イ
ン
セ
ン
）

SV
D

〔
平
針
〕　
《
長
崎
教
区
へ
》
大
川

好
洋SV

D

〔
長
浦
〕

▼
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
デ
ー（W

YD

）リ
ス
ボ

ン
大
会
日
本
公
式
巡
礼
団
の
募
集
始
ま
る

カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

若
者
た
ち
が
世
界
の
仲
間
と
出
会
い
、

キ
リ
ス
ト
と
出
会
い
ま
す
よ
う
に
！

教区正義と平和委員会4月勉強会のお知らせ

テーマ「腸内フローラへの食品添加物や残留農薬の影響について」
腸内環境や腸内細菌叢への注目が集まっています。特に、脳腸連環として、腸内環境が、ヒトの脳の活動に影響を与えることが明
らかになり、うつや発達障害などの人の症状にも腸内環境が何らかの影響を与えていることが世界的に報告されています。／この
ような中で、食品に含まれる食品添加物や残留農薬が、腸内環境や腸内細菌叢に影響を与えているのではないかと懸念が広がって
います。� （小倉正行「腸内フローラに影響」しんぶん赤旗2023年1月15日付より）

講　師　河田昌東（分子生物学者）
と　き　4月14日（金）　10：45～12：00
ところ　福信館
問合せ　教区正義と平和委員会　電話 052-935-7180

ウクライナ戦争被災者支援クラウドファンディングにご協力を
　愛の実行運動本部は、日本カトリック障害者連絡協議会と共に、ウクライナの戦争被災者、病人、高齢者、障害者、子ども、女性
への支援活動のため、クラウドファンディングを立ち上げた。クラウドファンディングとは、インターネットを介して不特定多数か
ら少額ずつでも広く資金を募る仕組みのこと。
　今回は募集期間が3月13日（月）～6月12日（月）。目標金額500万円。
　集まった基金はカリタスウクライナや駐日ウクライナ大使館とも連絡を取り合って、とくに防寒用品の購入に使いたいとしている。

くわしくは、こちらから➡
https://congrant.com/project/ainojikkouundo/6231

問合せ　愛の実行運動本部　�電話 052-838-5340（下村） 
電話 052-852-1426（村上） 
E メール：ainojikkouundo@gmail.com

主　催　愛の実行運動本部 ／ 共　催　日本カトリック障害者連絡協議会
後　援　DPI 日本会議・全国自立生活センター協議会・社会福祉法人 AJU 自立の家

名古屋教区カトリック女性の会「樹の会」

第16回総会・講演会

日　時　5月20日（土）　13時30分～15時

会　場　カトリック膳棚教会パウロ館

　　　　�（名古屋市営地下鉄桜通線「瑞穂運動

場西」駅1番出口 徒歩2分）

　　　　※公共交通機関をご利用ください

予　定

　総　会　13時30分～14時（13時受付）

　講演会　14時10分～15時（13時40分受付）

　　テーマ　「人との関わりの中で生かされて」

　　講　師　河村公子さん

　　　　　　�（名古屋教区難民移住移動者委員

会事務局・稲沢教会信徒・いのち

の電話にも長年関わる）

会費・参加費　無料（難民支援献金あり）

その他　�講演会参加は男女を問いません。

　　　　ミニバザーあり。

連絡先　�樹の会事務局

　　　　電話 090-7024-9626　金森


